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【手続補正書】
【提出日】平成21年11月19日(2009.11.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　時間の経過に伴って電圧が増大する波形を印加する期間を含むリセット期間を有するプ
ラズマディスプレイ装置の駆動方法であって、
　入力される映像の表示率が第１の表示率よりも高い第２の表示率の場合に、前記電圧が
増大する波形の到達電位を維持する時間を前記第１の表示率の場合よりも長くすることを
特徴とするプラズマディスプレイ装置の駆動方法。
【請求項２】
　請求項1記載のプラズマディスプレイ装置の駆動方法であって、
　前記入力される映像の表示率が前記第２の表示率の場合は、前記第１の表示率の場合よ
りも前記電圧が増大する波形を印加する期間を短くすることを特徴とするプラズマディス
プレイ装置の駆動方法。
【請求項３】
　請求項1記載のプラズマディスプレイ装置の駆動方法であって、
　前記入力される映像の表示率が前記第２の表示率の場合は第１の表示率の場合よりも前
記電圧が増大する波形の単位時間当たりの電圧増加量を大きくすることを特徴とするプラ
ズマディスプレイ装置の駆動方法。
【請求項４】
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　請求項１乃至３の何れか1項に記載のプラズマディスプレイ装置の駆動方法であって、
　前記時間の経過に伴って電圧が増大する波形は、定電流源を用いることにより、単位時
間当たりの電圧増加量を実質的に一定とすることを特徴とするプラズマディスプレイ装置
の駆動方法。
【請求項５】
　請求項１乃至４の何れか1項に記載のプラズマディスプレイ装置の駆動方法であって、
　前記電圧が増大する波形の到達電位を維持する時間は、スイッチ素子のオン時間を変え
ることで制御されることを特徴とするプラズマディスプレイ装置の駆動方法。
【請求項６】
　時間の経過に伴って電圧が増大する波形を印加する第１の期間と、前記電圧が増大する
波形の到達電位を維持する第２の期間とを含むリセット期間を有するプラズマディスプレ
イ装置の駆動方法であって、
　前記第２の期間は、入力される映像の表示率が第１の表示率の場合に第１の時間であり
、前記表示率が第１の表示率よりも高い第２の表示率の場合に、前記第１の時間より長い
第２の時間であることを特徴とするプラズマディスプレイ装置の駆動方法。
【請求項７】
　請求項６記載のプラズマディスプレイ装置の駆動方法であって、
　前記入力される映像の表示率が前記第２の表示率の場合は、前記第１の表示率の場合よ
りも前記第１の期間を短くすることを特徴とするプラズマディスプレイ装置の駆動方法。
【請求項８】
　請求項６記載のプラズマディスプレイ装置の駆動方法であって、
　前記入力される映像の表示率が前記第２の表示率の場合は第１の表示率の場合よりも前
記第１の期間に印加する波形の単位時間当たりの電圧増加量を大きくすることを特徴とす
るプラズマディスプレイ装置の駆動方法。
【請求項９】
　請求項６乃至８の何れか1項に記載のプラズマディスプレイ装置の駆動方法であって、
　前記第１の期間に印加する波形は、定電流源を用いることにより、単位時間当たりの電
圧増加量を実質的に一定とすることを特徴とするプラズマディスプレイ装置の駆動方法。
【請求項１０】
　請求項６乃至９の何れか1項に記載のプラズマディスプレイ装置の駆動方法であって、
　前記第２の期間は、スイッチ素子のオン時間を変えることで制御されることを特徴とす
るプラズマディスプレイ装置の駆動方法。
【請求項１１】
　請求項1乃至10の何れか1項に記載のプラズマディスプレイ装置の駆動方法であって、
　前記第２の表示率の場合は前記第１の表示率の場合よりも前記到達電位を高くすること
を特徴とするプラズマディスプレイ装置の駆動方法。
【請求項１２】
　請求項1乃至11の何れか1項に記載のプラズマディスプレイ装置の駆動方法であって、
　前記リセット期間は、さらに、時間の経過に伴って電圧が減少する負電位の波形を含む
ことを特徴とするプラズマディスプレイ装置の駆動方法。
【請求項１３】
　時間の経過に伴って電圧が増大する波形を印加する期間を含むリセット期間を有するプ
ラズマディスプレイ装置の駆動方法であって、
　前記電圧が増大する波形の到達電位は、入力される映像の表示率が第１の表示率の場合
に第１の電位であり、前記表示率が前記第１の表示率よりも高い第２の表示率の場合に前
記第１の電位より高い第２の電位であり、
　前記電圧が増大する波形の到達電位を維持する期間は、入力される映像の表示率が第１
の表示率の場合に第１の期間であり、前記第２の表示率の場合に前記第１の期間より長い
ことを特徴とするプラズマディスプレイ装置の駆動方法。
【請求項１４】
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　時間の経過に伴って電圧が増大する波形を印加する期間と、時間の経過に伴って電圧が
減少する波形を印加する期間とを含むリセット期間を有するプラズマディスプレイ装置の
駆動方法であって、
　入力される映像の表示率が第１の表示率の場合に第１の時間であり、前記表示率が第１
の表示率よりも高い第２の表示率の場合は前記第１の表示率の場合よりも前記電圧が増大
する波形を印加する期間が短く、
　前記電圧が増大する波形の到達電位を維持する期間は、入力される映像の表示率が第１
の表示率の場合に第１の期間であり、前記表示率が前記第２の表示率の場合に前記第１の
期間より長く、
　前記電圧が増大する波形の単位時間当たりの電圧増加量が大きいことを特徴とするプラ
ズマディスプレイ装置の駆動方法。
【請求項１５】
　第１方向に伸びる複数のX電極及びY電極と、前記第１方向に交差する第２方向に伸びる
複数のアドレス電極とを備えるプラズマディスプレイパネルと、
　入力される映像の表示率を検出する回路と、
　時間の経過に伴って電圧が増大する波形を含むリセット波形をY電極に印加する回路と
、
　前記電圧が増大する波形を印加する回路を制御する回路を備え、
　前記制御する回路は、前記電圧が増大する波形の到達電位を維持するように制御し、
　前記到達電位を維持する時間は、入力される映像の表示率が第１の表示率の場合に第１
の時間であり、前記表示率が第１の表示率よりも高い第２の表示率の場合に、前記第１の
時間より長い第２の時間とすることを特徴とするプラズマディスプレイ装置。
【請求項１６】
　入力される映像の表示率を検出する回路と、
　時間の経過に伴って電圧が増大する波形と、前記電圧が増大する波形の到達電位を維持
する波形とを印加する回路と、
　電源供給により前記波形の到達電位を維持する時間を制御する回路とを備え、
　前記到達電位を維持する時間は、入力される映像の表示率が第１の表示率の場合に第１
の時間であり、前記表示率が第１の表示率よりも高い第２の表示率の場合に、前記第１の
時間より長い第２の時間とすることを特徴とするプラズマディスプレイ装置。
【請求項１７】
　請求項15乃至16の何れか1項に記載のプラズマディスプレイ装置であって、
　前記制御する回路は、前記入力される映像の表示率が前記第２の表示率の場合は前記第
１の表示率の場合よりも前記到達電位を高くするように制御することを特徴とするプラズ
マディスプレイ装置。
【請求項１８】
　請求項15乃至16の何れか1項に記載のプラズマディスプレイ装置であって、
　前記制御する回路は、前記入力される映像の表示率が前記第２の表示率の場合には前記
第１の表示率の場合よりも前記電圧が増大する波形を印加する期間を短くするように制御
することを特徴とするプラズマディスプレイ装置。
【請求項１９】
　請求項15乃至16の何れか1項に記載のプラズマディスプレイ装置であって、
　前記制御する回路は、前記入力される映像の表示率が前記第２の表示率の場合は前記第
１の表示率の場合よりも前記電圧が増大する波形の単位時間当たりの電圧増加量を大きく
するように制御することを特徴とするプラズマディスプレイ装置。
【請求項２０】
　請求項19記載のプラズマディスプレイ装置であって、
　前記印加する回路は、定電流源と前記定電流源に接続されたスイッチ素子とを備え、
前記単位時間当たりの電圧増加量は、前記定電流源の電流値を変更することによって制御
され、
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　前記到達電位を維持する時間は、前記スイッチ素子のオン時間を変更することによって
制御されることを特徴とするプラズマディスプレイ装置。
【請求項２１】
　請求項19記載のプラズマディスプレイ装置であって、
　前記印加する回路は、可変抵抗と前記可変抵抗に接続されたスイッチ素子とを備え、
　前記可変抵抗の抵抗値を変更することによって前記単位時間当たりの電圧増加量を変更
することを特徴とするプラズマディスプレイ装置。
【請求項２２】
　請求項19記載のプラズマディスプレイ装置であって、
　前記印加する回路は、複数の抵抗と前記複数の抵抗にそれぞれ接続されたスイッチ素子
とを備え、
　前記スイッチ素子のオンオフを切り替えることによって前記単位時間当たりの電圧増加
量を制御することを特徴とするプラズマディスプレイ装置。
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